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【公開日】平成27年11月24日(2015.11.24)
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    6/26     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月8日(2016.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のファイバ群（１１）と，
　第１のファイバ群（１１）からの出射光群を集光する第１の集光系（１３）と，
　第１の集光系（１３）にて集光された第１のファイバ群（１１）からの出射光群のモー
ドを第１のモードに変換する第１のモード変換器（１５）と，
　第２のファイバ群（２１）と，
　第２のファイバ群（２１）からの出射光群を集光する第２の集光系（２３）と，
　第１のモード変換器（１５）からの出射光群及び第２の集光系（２３）からの出射光群
を合波してマルチコアファイバ（３１）へ導くマルチコアファイバ用空間結合系（３３）
と，を有し，
　第１のモード変換器（１５）は，第１のファイバ群（１１）からの出射光群のモードを
，第２のファイバ群（２１）からの出射光群のモードとは異なる第１のモードに変換する
　マルチコア・マルチモードファイバ結合装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のマルチコア・マルチモードファイバ結合装置であって，
　第１のモード変換器（１５）は，第１の集光系（１３）によって前記第１のファイバ群
（１１）からの出射光群が一致した位置に設置されたフェーズプレートである
　マルチコア・マルチモードファイバ結合装置。
【請求項３】
　請求項１に記載のマルチコア・マルチモードファイバ結合装置であって，
　第３のファイバ群（４１）と，
　第３のファイバ群（４１）からの出射光群を集光する第３の集光系（４３）と，
　第３の集光系（４３）にて集光された第３のファイバ群（４１）からの出射光群の第２
のモードにモードを変換する第３のモード変換器（４５）と，をさらに有し，
　前記マルチコアファイバ用空間結合系（３３）は，第１のモード変換器（１５）からの
出射光群，第２の集光系（２３）からの出射光群，及び第３のモード変換器（４５）から
の出射光群を合波して，前記マルチコアファイバ（３１）へ導くものであり，
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　第３のモード変換器（４５）は，第３のファイバ群（４１）からの出射光群のモードを
，第１のモード及び第２のファイバ群（２１）からの出射光群のモードとは異なる第３の
モードに変換する
　マルチコア・マルチモードファイバ結合装置。
【請求項４】
　第１のファイバ群（１１）から出射光群が出射する工程と，
　第１のファイバ群（１１）からの前記出射光群が第１の集光系（１３）により集光され
る工程と，
　第１の集光系（１３）にて集光された第１のファイバ群（１１）からの出射光群が，第
１のモード変換器（１５）により第１のモードにモード変換される工程と，
　第２のファイバ群（２１）から出射光群が出射する工程と，
　第２のファイバ群（２１）からの前記出射光群が第２の集光系（２３）により集光され
る工程と，
　第１のモード変換器（１５）からの出射光群及び第２の集光系（２３）からの出射光群
が，マルチコアファイバ用空間結合系（３３）により合波されてマルチコアファイバ（３
１）へ導かれる工程と，を含み，
　第１のモード変換器（１５）は，第１のファイバ群（１１）からの出射光群のモードを
，第２のファイバ群（２１）からの出射光群のモードとは異なる第１のモードに変換する
　マルチコア・マルチモードファイバ結合方法。
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